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現地視察を実施しました

ワークショップニュース
日時：平成29年7月22日（土）
時間：13:30～15:00
場所：遊亀公園及び附属動物園
参加者：ワークショップメンバー９名

遊亀公園・附属動物園
整備における
市民ワークショップ
【現地視察】

■現在の公園の様子

１計画地はどこにあるの？
遊亀公園は、甲府市のほぼ中心にあり、ＪＲ甲府駅から南に約1.8km

に位置し、中心市街地にも近接するといった立地環境にあり、都市計画
公園（近隣公園）である遊亀公園内に、附属動物園があります。

第1号

ワークショップで検討する前に、現地の状況を確認する現地視察を行いました。

２どんな歴史があるの？
経過として、甲府城の築城（一条小山）に伴い一蓮寺を現在地へ。

・明治 7年 一蓮寺の敷地の一部を、公園造成のため山梨県に移管。
・明治 9年 藤村県令が造園を命じ3年掛けて遊亀公園を完成させ、甲府

37ヵ町役所に管理を委託。
・明治23年 甲府市制施行の翌年に、管理を県に返還。
・大正 6年 柳町の村松甚蔵氏が、山梨県から甲府市へ遊亀公園の無償譲渡

を条件に、陸軍省から甲府城（舞鶴城公園）の払い下げ財源を
山梨県に寄附。そして、一部を稲積神社境内地としました。

・大正7年 甲府市遊亀公園の誕生。
※遊亀の由来
舞う北の「舞鶴城公園」に対して、亀が遊ぶ南の「遊亀公園」と命名され

た説と、一蓮寺の住職で遊行（ゆうぎょう）尚人がおり、境内の池に亀がた
くさんいたので尚人の遊と亀をくっつけて、遊亀とした説があります。

３計画地はどんなところ？【公園】
公園内には沢山の樹木や噴水、池や売店などと、動物園が併設されてい

ます。周囲は住宅に囲まれており、市民の憩いの場になっています。

【良い点】
・雑草がほとんど無い
・駐車場が広くなって良い
・木陰があって夏は良い
【改善すべき点】
・トイレや遊具が古く、小さい子が使いやすいものに
・園路のデコボコを改善し、ベビーカーでも歩きやすいように
・屋根のあるところが少ない食事スペースの充実
・池が汚い。透き通っていればよいが
・木が多く少し暗く感じる
・夏は水遊びができたり、ミストがほしい
・安全のため、バイクや自転車の乗り入れを禁止すべき

４公園を視察して感じたこと
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７計画地はどんなところ？【動物園】
公園の附属施設として、動物園があります。動物園の中には売店や、

民間事業者が運営する懐かしい雰囲気の遊園地もあります。

【良い点】
・動物を近くで見ることができる
・希少種が多いとは知らなかった
・小さい子どもにはちょうど良い
・他では味わえないレトロ感や田舎っぽさ
・歴史ある遊園地
・サマースクールなどの事業
【改善すべき点】
・バックヤードツアーは面白い。子どもも勉強になり考えさせられる。
・もっと多くの動物と触れ合いたい
・長く運営するには、設備（バックヤード等も含み）を考える必要
・動物が押し込まれている印象がある
・動物がコンクリートの上で可哀相
・動物達も飼育されている方も、ストレスがないように
・池からジャングルクルーズができたらおもしろい

■現在の動物園の様子

５動物園の歴史は？
動物園は、遊亀公園が誕生した翌年（大正8年）に、一部で動物の展示を開始

した事が始まりです。
・大正13年 甲府市動物園の名称で経営開始（丹頂鶴の御下賜あり）
・昭和20年 太平洋戦争の戦火により焼失 公園広場に復興住宅を建設
・昭和21年 民間で動物園開園（獣医師小林氏に貸与）
・昭和27年 市立甲府動物園として再発足（10月１日）
・昭和30年 文部省から博物館相当施設として指定を受ける

６動物園の整備の経過は？
昭和47年に愛宕山地区、昭和53年に大津地区へ移転する構想が作成されま

したが中止となり、平成６年に「甲府市遊亀公園整備構想」が策定され、動
物園を含む遊亀公園全体の大規模な再整備が計画されました。
しかし、バブル経済の崩壊により同公園整備構想を凍結し、既存動物園の

改修を先行させることとしましたが、長引く経済の低迷から、数箇所の改修
を実施するに留まっています。このような経緯を踏まえ、緊急性の高い小規
模な改修を、財政状況を勘案しながら年次的に実施する方針とし、現在に
至っています。

８動物園を視察して感じたこと

展示施設のバックヤードや動物を診療する施設なども視察しました


